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研究成果の概要（和文）： 
新規高強度ゲルである Tetra-PEG ゲルの医用構造材料への応用へ向けて、生体適合性の評

価、薬物放出挙動の評価、分解性の付与をおこなった。原材料・ゲル作製過程・作製され

たゲルの生体適合性を調べ、生体内で on-site で作製可能なゲルであることを確認した。

分子量の異なる高分子モデル薬物のゲルからの放出挙動を調べ、ゲル網目がモデル薬物の

放出挙動に及ぼす影響を明らかにした。新たな分子設計によりゲルの分解挙動を制御する

事に成功した。 

研究成果の概要（英文）： 
In order to apply Tetra-PEG gel for biomedical structural materials, we evaluated the 
biocompativility and drug releasing behavior, and introduced the biodegradability to 
Tetra-PEG gel. We confirmed the biocompatibility of raw material, gelation reaction, 
and formed gels. We investigated the release of model drugs from Tetra-PEG gels, and 
clarified the effect of mesh size on the drug releasing behavior. We designed the novel 
molecules and succeeded in the fabrication of biodegradable Tetra-PEG gels. 
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１．研究開始当初の背景 
 我々の開発した新規なハイドロゲル、
Tetra-PEG ゲル（図１，２）は簡便な作製方
法により作製が可能であるにもかかわらず、
高い力学特性を有しており、生体軟組織の代
替や再生用の担体としての応用が期待され
ていた。しかし、実際の応用に向けて多くの
課題を残していた。 
２．研究の目的 
 新規高強度ゲルである Tetra-PEG ゲルの
医用構造材料への応用へ向けて、生体適合

性の評価、薬物放出挙動の評価、分解性の
付与をおこなうことを目的とした。 
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図１：Tetra-PEG ゲルの概念図 
 

 

図２：Tetra-PEG ゲルの作製（二液混合） 
 
３．研究の方法 
 細胞培養実験により、原材料・ゲル作製

過程・作製されたゲルの生体適合性を調べ

た。膜透過実験を行い、分子量の異なる高

分子モデル薬物のゲルからの放出挙動を調

べた。分解性のゲルを作製するための、プ

レポリマーを合成し、その分解挙動を膨潤

度測定により調査した。 
 
４．研究成果 

 原材料・ゲル作製過程・作製されたゲル

の生体適合性を調べ、生体内で on-site で

作製可能なゲルであることを確認した。分

子量の異なる高分子モデル薬物のゲルから

の放出挙動を調べ、ゲル網目がモデル薬物

の放出挙動に及ぼす影響を明らかにした

（図３）。新たな分子設計によりゲルの分解

挙動を制御する事に成功した（図４, ５）。

本研究の遂行により、Tetra-PEG ゲルの医

用構造材料としての基礎的な検討がなされ、

その結果、企業との共同研究を開始するに

至った。 

 
図３：網目サイズと薬物サイズの関係 

 

 

図４：分解性ユニットの設計 

 

図５：ゲルの分解時間と分解性ユニット導入

量の関係 
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